




















膜性増殖性腎炎(以下 MPGN と略す)は組織織学的に diffuse,global にメサンギウム増殖が

みられ,メサンギウムの基底膜内陥入による係蹄壁の重層化(double track)などを特徴と

するものと WHO の定義にて分類されている。 

最近,focalなもののatypicalなMPGNの記載があり2),3),4),とくに,我が国では学校集団

検尿の徹底により,持続性低補体血症を有する症例にて,その腎生検組織像が典型的な

MPGN ではなく,軽微あるいは foca1 な組織変化を持つ症例の報告も多く見られる。 

筆者らは表 1 の如く,AtypicalMPGN を定め,臨床像,とくに尿所見と C3 の変化について,そ

して再生検を含む病理組織像について検討を加えた。 


